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一　

同
時
傷
害
の
特
例
を
定
め
た
刑
法
二
〇
七
条
の
法
意

二　

共
犯
関
係
に
な
い
二
人
以
上
の
暴
行
に
よ
る
傷
害
致
死
の
事
案
に
お
い
て
い
ず
れ
か
の
暴
行
と
死
亡
と

の
間
の
因
果
関
係
が
肯
定
さ
れ
た
場
合
と
刑
法
二
〇
七
条
の
適
用
の
可
否

水　
　

落　
　

伸　
　

介

最
高
裁
平
成
二
七
年
（
あ
）
第
七
〇
三
号
、
平
成
二
八
年
三
月
二
四
日
第
三
小
法
廷
決
定
、
傷
害
、
傷
害
致
死
被

告
事
件
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
裁
時
一
六
四
九
号
六
頁
、
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ25447859

【
事
実
の
概
要
】

原
判
決
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
本
件
の
事
実
関
係
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
1
）　

被
告
人
Ａ
及
び
同
Ｂ
は
、
犯
行
現
場
と
な
っ
た
本
件
ビ
ル
の
四
階
に
あ
る
バ
ー
の
従
業
員
で
あ
り
、
本
件
当
時
も
、
同
店
内
で
接
客
等
の
仕
事

を
し
て
い
た
。
被
告
人
Ｃ
は
、
か
ね
て
同
店
に
客
と
し
て
来
店
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
本
件
当
日
（
以
下
、
日
時
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
本
件
当

刑
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研
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日
で
あ
る
。）、
被
告
人
Ｂ
の
誘
い
を
受
け
、
同
店
で
客
と
し
て
飲
食
し
て
い
た
。

被
害
者
は
、
午
前
四
時
三
〇
分
頃
、
女
性
二
名
と
と
も
に
同
店
を
訪
れ
、
客
と
し
て
飲
食
し
て
い
た
が
、
代
金
支
払
の
際
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の

決
済
が
思
う
よ
う
に
で
き
ず
、
午
前
六
時
五
〇
分
頃
ま
で
に
、
一
部
の
支
払
手
続
を
し
た
が
残
額
の
決
済
が
で
き
な
か
っ
た
。
被
害
者
は
、
い
ら
だ
っ
た

様
子
に
な
り
、
残
額
の
支
払
に
つ
い
て
話
が
つ
か
な
い
ま
ま
、
同
店
の
外
に
出
た
。

（
2
）　

被
告
人
Ａ
及
び
同
Ｂ
は
、
被
害
者
の
後
を
追
っ
て
店
外
に
出
て
、
本
件
ビ
ル
の
四
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
で
被
害
者
に
追
い
つ
き
、
午
前
六

時
五
〇
分
頃
か
ら
午
前
七
時
一
〇
分
頃
ま
で
の
間
、
相
互
に
意
思
を
通
じ
た
上
で
、
こ
も
ご
も
、
次
の
よ
う
な
暴
行
（
以
下
「
第
一
暴
行
」
と
い
う
。）
を

加
え
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
人
Ａ
が
、
四
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
で
被
害
者
の
背
部
を
蹴
っ
て
、
三
階
へ
至
る
途
中
に
あ
る
階
段
踊
り
場
付
近
に
転
落

さ
せ
、
さ
ら
に
、
被
害
者
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
せ
た
際
、
そ
の
顔
面
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
壁
に
打
ち
つ
け
、
四
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
引
き
ず
り

出
す
な
ど
し
、
被
告
人
Ｂ
が
、
同
ホ
ー
ル
に
あ
っ
た
ス
タ
ン
ド
式
灰
皿
に
、
被
害
者
の
頭
部
を
打
ち
つ
け
る
な
ど
し
た
。
そ
の
上
、
被
告
人
Ａ
は
、
床
に

仰
向
け
に
倒
れ
て
い
る
被
害
者
の
顔
面
を
拳
や
灰
皿
の
蓋
で
殴
り
、
顔
面
あ
る
い
は
頭
部
を
つ
か
ん
で
床
に
打
ち
つ
け
る
な
ど
し
、
被
告
人
Ｂ
も
、
被
害

者
を
蹴
り
、
馬
乗
り
に
な
っ
て
殴
る
な
ど
し
た
。

（
3
）　

被
告
人
Ｃ
は
、
午
前
七
時
四
分
頃
、
四
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
現
れ
、
同
店
の
従
業
員
の
Ｄ
が
被
告
人
Ａ
及
び
同
Ｂ
を
制
止
し
よ
う
と
し

て
い
る
様
子
を
見
て
い
た
が
、
Ｄ
と
被
告
人
Ａ
が
被
害
者
の
そ
ば
を
離
れ
た
直
後
、
床
に
倒
れ
て
い
る
被
害
者
の
背
部
付
近
を
一
回
踏
み
つ
け
、
被
告
人

Ｂ
に
制
止
さ
れ
て
一
旦
同
店
内
に
戻
っ
た
。
そ
の
後
、
被
告
人
Ｃ
は
、
再
度
四
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
現
れ
、
被
告
人
Ａ
及
び
同
Ｂ
が
被
害
者
を
蹴

る
様
子
を
眺
め
、
午
前
七
時
一
五
分
頃
、
倒
れ
て
い
る
状
態
の
被
害
者
の
背
中
を
一
回
蹴
る
暴
行
を
加
え
た
。

（
4
）　

被
告
人
Ａ
は
、
被
害
者
か
ら
運
転
免
許
証
を
取
上
げ
て
、
同
店
内
に
被
害
者
を
連
れ
戻
し
、
飲
食
代
金
を
支
払
う
旨
の
示
談
書
に
氏
名
を
自
書

さ
せ
、
運
転
免
許
証
の
コ
ピ
ー
を
取
る
な
ど
し
た
。
そ
の
後
、
被
告
人
Ａ
及
び
同
Ｂ
は
、
同
店
内
で
仕
事
を
続
け
、
被
告
人
Ｃ
も
同
店
内
で
そ
の
ま
ま
飲

食
等
を
続
け
た
。

（
5
）　

被
害
者
は
、し
ば
ら
く
同
店
内
の
出
入
口
付
近
の
床
に
座
り
込
ん
で
い
た
が
、午
前
七
時
四
九
分
頃
、突
然
、走
っ
て
店
外
へ
出
て
行
っ
た
。
Ｄ
は
、
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直
ち
に
被
害
者
を
追
い
か
け
、
本
件
ビ
ル
の
四
階
か
ら
三
階
に
至
る
階
段
の
途
中
で
、
被
害
者
に
追
い
つ
き
、
取
り
押
さ
え
た
。

一
方
、
被
告
人
Ｃ
は
、
午
前
七
時
五
〇
分
頃
、
電
話
を
す
る
た
め
に
本
件
ビ
ル
の
四
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
行
っ
た
際
、
Ｄ
が
被
害
者
の
逃
走
を

阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
知
り
、
Ｄ
が
被
害
者
を
取
り
押
さ
え
て
い
る
現
場
に
行
っ
た
。
被
告
人
Ｃ
は
、
そ
の
後
の
午
前
七
時
五
四
分
頃
ま
で
に
か

け
て
、
次
の
よ
う
な
暴
行
（
以
下
「
第
二
暴
行
」
と
い
う
。）
を
加
え
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
人
Ｃ
は
、
階
段
の
両
側
に
あ
る
手
す
り
を
持
っ
て
、
自
身
の

身
体
を
持
ち
上
げ
、
寝
て
い
る
体
勢
の
被
害
者
の
顔
面
、
頭
部
、
胸
部
付
近
を
踏
み
つ
け
た
上
、
被
害
者
の
両
脚
を
持
ち
、
三
階
ま
で
被
害
者
を
引
き
ず

り
下
ろ
し
、サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
蹴
る
よ
う
に
被
害
者
の
頭
部
や
腹
部
等
を
数
回
蹴
り
、い
び
き
を
か
き
始
め
た
被
害
者
の
顔
面
を
蹴
り
上
げ
る
な
ど
し
た
。

（
6
）　

午
前
七
時
五
四
分
頃
、
通
報
を
受
け
た
警
察
官
が
臨
場
し
た
時
に
は
、
被
害
者
は
、
大
き
な
い
び
き
を
か
き
、
ま
ぶ
た
や
瞳
孔
に
動
き
が
な
く
、

呼
び
か
け
て
も
返
答
が
な
い
状
態
で
倒
れ
て
い
た
。
被
害
者
は
、
午
前
八
時
四
四
分
頃
、
病
院
に
緊
急
搬
送
さ
れ
、
開
頭
手
術
を
施
行
さ
れ
た
が
、
翌
日

午
前
三
時
五
四
分
頃
、
急
性
硬
膜
下
血
腫
に
基
づ
く
急
性
脳
腫
脹
の
た
め
死
亡
し
た
。

第
一
暴
行
と
第
二
暴
行
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
被
害
者
の
急
性
硬
膜
下
血
腫
の
傷
害
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
が
、
被
害
者
の
急
性

硬
膜
下
血
腫
の
傷
害
が
第
一
暴
行
と
第
二
暴
行
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
実
関
係
の
下
で
、
本
件
第
一
審
判
決
（
名
古
屋
地
判
平
成
二
六
年
九
月
一
九
日
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ25504831

）
は
、
概
ね
次
の
よ
う
に
判

示
し
て
二
〇
七
条
の
適
用
を
否
定
し
、
被
告
人
Ａ
及
び
同
Ｂ
に
対
し
て
は
共
同
正
犯
と
し
て
の
傷
害
罪
の
成
立
を
、
被
告
人
Ｃ
に
対
し
て
は
傷
害
致
死
罪

の
成
立
を
、
そ
れ
ぞ
れ
認
め
た
。
す
な
わ
ち
、「
第
一
暴
行
が
終
了
し
た
段
階
で
は
、
急
性
硬
膜
下
血
腫
の
傷
害
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
第
二
暴

行
に
よ
っ
て
同
傷
害
を
発
生
さ
せ
た
可
能
性
は
も
と
よ
り
存
す
る
が
、
仮
に
、
第
一
暴
行
で
既
に
同
傷
害
が
発
生
し
て
い
た
と
し
て
も
、
第
二
暴
行
は
、

同
傷
害
を
更
に
悪
化
さ
せ
た
と
推
認
で
き
る
か
ら
、第
二
暴
行
は
、い
ず
れ
に
し
て
も
、被
害
者
の
死
亡
と
の
間
に
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

死
亡
さ
せ
た
結
果
に
つ
い
て
、責
任
を
負
う
べ
き
者
が
い
な
く
な
る
不
都
合
を
回
避
す
る
た
め
の
特
例
で
あ
る
同
時
傷
害
致
死
罪
の
規
定（
刑
法
二
〇
七
条
）

を
適
用
す
る
前
提
が
欠
け
る
こ
と
に
な
る
」。

こ
れ
に
対
し
て
、
検
察
官
及
び
被
告
人
Ｃ
か
ら
各
控
訴
の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
本
件
控
訴
審
判
決
（
名
古
屋
高
判
平
成
二
七
年
四
月
一
六
日
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六

高
刑
集
六
八
巻
一
号
一
頁
）
は
、
概
ね
次
の
よ
う
に
述
べ
て
第
一
審
判
決
を
破
棄
し
、
本
件
を
名
古
屋
地
方
裁
判
所
に
差
し
戻
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
も
し
、

両
暴
行
に
機
会
の
同
一
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
取
り
あ
え
ず
、
死
亡
の
結
果
の
発
生
を
ひ
と
ま
ず
お
い
て
考
え
れ
ば
、
同
時
傷
害
の
特
例
に
関

す
る
刑
法
二
〇
七
条
が
適
用
さ
れ
、
被
告
人
三
名
全
員
が
、
両
暴
行
の
い
ず
れ
か
（
あ
る
い
は
そ
の
双
方
）
と
因
果
関
係
が
あ
る
急
性
硬
膜
下
血
腫
の
発

生
に
つ
い
て
、
共
犯
と
し
て
処
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
」。
こ
の
よ
う
な
前
提
で
考
え
る
以
上
、「
被
告
人
三
名
が
共
犯
と
し
て
の
刑

責
を
負
う
べ
き
急
性
硬
膜
下
血
腫
を
原
因
と
し
て
生
じ
た
被
害
者
の
死
亡
に
つ
い
て
も
ま
た
、
被
告
人
三
名
は
共
犯
と
し
て
の
刑
責
を
負
う
こ
と
に
な
る

と
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
結
局
、
被
告
人
三
名
は
、
上
記
死
亡
を
内
容
と
す
る
傷
害
致
死
罪
の
共
犯
と
し
て
処
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ

る
（
最
高
裁
判
所
昭
和
二
六
年
九
月
二
〇
日
第
一
小
法
廷
判
決
・
刑
集
五
巻
一
〇
号
一
九
三
七
頁
参
照
。）」。
こ
れ
に
反
す
る
第
一
審
判
決
は
、「
本
件
で
、

急
性
硬
膜
下
血
腫
の
傷
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
結
局
は
誰
も
責
任
を
問
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
結
果
と
な
る
こ
と
を
看
過
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
」。
こ
の
点
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
第
一
審
判
決
は
「
被
告
人
Ａ
と
同
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
第
一
暴
行
に
よ
り
、
被
害
者
に
『
頭
部
顔
面
に
加

療
期
間
不
明
の
出
血
を
伴
う
傷
害
を
負
わ
せ
た
』
と
い
う
事
実
を
認
定
し
…
…
他
方
、
被
告
人
Ｃ
に
つ
い
て
は
…
…
第
二
暴
行
に
よ
り
、
被
害
者
に
『
急

性
硬
膜
下
血
腫
等
の
傷
害
を
負
わ
せ
、
又
は
、
第
一
暴
行
に
よ
り
生
じ
て
い
た
急
性
硬
膜
下
血
腫
等
の
傷
害
を
更
に
悪
化
さ
せ
』
た
と
い
う
択
一
的
な
事

実
の
認
定
を
し
て
い
る
…
…
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
か
ら
…
…
致
命
傷
で
あ
る
急
性
硬
膜
下
血
腫
の
傷
害
の
発
生
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

被
告
人
三
名
の
い
ず
れ
も
が
そ
の
責
任
を
問
わ
れ
な
い
結
果
に
な
っ
て
い
る
と
理
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
」。

本
件
は
、
こ
れ
に
対
し
て
被
告
人
Ａ
、
Ｂ
及
び
Ｃ
か
ら
上
告
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

【
決
定
要
旨
】

上
告
棄
却
。

弁
護
人
ら
の
上
告
趣
意
は
、
い
ず
れ
も
刑
訴
法
四
〇
五
条
の
上
告
理
由
に
当
た
ら
な
い
と
し
つ
つ
、
被
告
人
Ａ
及
び
同
Ｂ
そ
れ
ぞ
れ
の
弁
護
人
の
各
所

論
に
鑑
み
、
職
権
で
以
下
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
た
。
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一
七

「
同
時
傷
害
の
特
例
を
定
め
た
刑
法
二
〇
七
条
は
、
二
人
以
上
が
暴
行
を
加
え
た
事
案
に
お
い
て
は
、
生
じ
た
傷
害
の
原
因
と
な
っ
た
暴
行
を
特
定
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
が
多
い
こ
と
な
ど
に
鑑
み
、
共
犯
関
係
が
立
証
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
例
外
的
に
共
犯
の
例
に
よ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
同

条
の
適
用
の
前
提
と
し
て
、
検
察
官
は
、
各
暴
行
が
当
該
傷
害
を
生
じ
さ
せ
得
る
危
険
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
各
暴
行
が
外
形
的
に
は
共
同

実
行
に
等
し
い
と
評
価
で
き
る
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
同
一
の
機
会
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証
明
を
要
す
る
と

い
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
証
明
が
さ
れ
た
場
合
、
各
行
為
者
は
、
自
己
の
関
与
し
た
暴
行
が
そ
の
傷
害
を
生
じ
さ
せ
て
い
な
い
こ
と
を
立
証
し
な
い
限
り
、

傷
害
に
つ
い
て
そ
の
責
任
を
免
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
共
犯
関
係
に
な
い
二
人
以
上
に
よ
る
暴
行
に
よ
っ
て
傷
害
が
生
じ
更
に
同
傷
害
か
ら
死
亡
の
結
果
が
発
生
し
た
と
い
う
傷
害
致
死
の
事
案
に

お
い
て
、
刑
法
二
〇
七
条
適
用
の
前
提
と
な
る
前
記
の
事
実
関
係
が
証
明
さ
れ
た
場
合
に
は
、
各
行
為
者
は
、
同
条
に
よ
り
、
自
己
の
関
与
し
た
暴
行
が

死
因
と
な
っ
た
傷
害
を
生
じ
さ
せ
て
い
な
い
こ
と
を
立
証
し
な
い
限
り
、
当
該
傷
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
い
、
更
に
同
傷
害
を
原
因
と
し
て
発
生
し
た
死

亡
の
結
果
に
つ
い
て
も
責
任
を
負
う
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
二
六
年
（
れ
）
第
七
九
七
号
同
年
九
月
二
〇
日
第
一
小
法
廷
判
決
・
刑
集
五
巻

一
〇
号
一
九
三
七
頁
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
事
実
が
証
明
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
本
件
の
よ
う
に
い
ず
れ
か
の
暴
行
と
死
亡
と
の
間
の
因
果
関
係
が
肯

定
さ
れ
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
別
異
に
解
す
べ
き
理
由
は
な
く
、
同
条
の
適
用
は
妨
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

以
上
と
同
旨
の
判
断
を
示
し
た
上
、
第
一
暴
行
と
第
二
暴
行
の
機
会
の
同
一
性
に
関
し
て
、
そ
の
意
義
等
に
つ
い
て
の
適
切
な
理
解
の
下
で
更
な
る
審

議
評
議
を
尽
く
す
こ
と
を
求
め
て
第
一
審
判
決
を
破
棄
し
、
事
件
を
第
一
審
に
差
し
戻
し
た
原
判
決
は
相
当
で
あ
る
。」

【
研
　
究
】

一　

は
じ
め
に

ま
ず
、
刑
法
二
〇
七
条
が
傷
害
致
死
罪
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
周
知
の
よ
う
に
争
い
が
あ
り
、
学
説
の
多
く
は



二
一
八

こ
れ
を
否
定
的
に
解
し
て
い
る
も
の
の）1
（

、
判
例）2
（

は
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
決
定
も
こ
の
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
再
確
認

し
た
も
の
と
い
え
る
。

さ
て
、
本
件
で
は
二
〇
七
条
を
適
用
す
る
前
提
と
し
て
検
察
官
が
立
証
す
る
べ
き
諸
要
素
が
明
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
お
そ

ら
く
最
高
裁
と
し
て
初
め
て
の
判
断
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
二
〇
七
条
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
に
意
義
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
ま
ず
は
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
も
っ
と
も
、
本
決
定
の
立
場
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、「
共
謀

加
担
後
の
暴
行
が
共
謀
加
担
前
に
他
の
者
が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
を
相
当
程
度
重
篤
化
さ
せ
た
場
合
の
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
の
成

立
範
囲
」
に
つ
い
て
問
題
と
さ
れ
た
平
成
二
四
年
決
定）3
（

の
立
場
と
の
関
係
で
問
題
が
生
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
次
い
で
こ
の
点
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
な
お
、
第
一
審
判
決
及
び
控
訴
審
判
決
と
同
様
に
、
本
決
定
も
二
〇
七
条
の
成
立
要
件
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「
機
会
の

同
一
性
」
を
明
示
的
に
要
求
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
意
義
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
第
一
審
判
決
及
び
控
訴
審
判

決
に
お
い
て
は
傍
論
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
上
に）4
（

、
本
決
定
に
お
い
て
も
従
来
の
議
論
が
承
認
さ
れ
た
に
と
ど

ま
り
新
た
な
考
え
方
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
踏
み
込
ん
で
検
討
す
る
こ
と
は
控
え
た
い）5
（

。

二　

二
〇
七
条
の
意
義

（
1
）　

適
用
要
件
と
法
的
性
質

ま
ず
、
本
決
定
は
、
二
〇
七
条
を
適
用
す
る
た
め
の
前
提
要
件
と
し
て
、
①
各
暴
行
が
当
該
傷
害
を
生
じ
さ
せ
得
る
危
険
性
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
、
及
び
、
②
各
暴
行
が
外
形
的
に
は
共
同
実
行
に
等
し
い
と
評
価
で
き
る
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
（
機

会
の
同
一
性
）
の
二
点
を
検
察
官
が
証
明
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
う
ち
①
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
欠
け
る
場
合
に
は
当
該
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行
為
者
の
暴
行
と
当
該
傷
害
結
果
と
の
間
の
因
果
関
係
が
通
常
は
否
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
二
〇
七
条
を
適
用
す
る
た
め

の
前
提
要
件
と
し
て
当
然
に
要
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る）6
（

。
ま
た
、
②
の
要
件
は
二
〇
七
条
の
文
言
か
ら
必
然
的
に
導
か
れ
る
わ
け
で
は
な

い
も
の
の）7
（

、
本
条
の
例
外
規
定
性
に
鑑
み
て
こ
れ
ま
で
一
般
に
要
求
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
、
前
述
の
よ
う
に
本
決
定
も
従
来
の
そ
の
よ
う

な
議
論
状
況
を
基
本
的
に
承
認
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

そ
の
上
で
、
本
決
定
は
、「
刑
法
二
〇
七
条
適
用
の
前
提
と
な
る
前
記
の
事
実
関
係
が
証
明
さ
れ
た
場
合
に
は
、
各
行
為
者
は
、
同
条

に
よ
り
、
自
己
の
関
与
し
た
暴
行
が
死
因
と
な
っ
た
傷
害
を
生
じ
さ
せ
て
い
な
い
こ
と
を
立
証
し
な
い
限
り
、
当
該
傷
害
に
つ
い
て
責
任

を
負
」
う
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
自
己
の
関
与
し
た
暴
行
が
死
因
と
な
っ
た
傷
害
を
生
じ
さ
せ
て
い
な
い
こ
と
を
立
証
」
し
た
場

合
に
は
当
該
傷
害
結
果
に
つ
い
て
の
刑
責
を
免
れ
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
二
〇
七
条
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
周
知

の
よ
う
に
争
い
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
諸
説
の
う
ち
、「
暴
行
と
傷
害
（
致
死
）
結
果
と
の
間
の
因
果
関
係
の
存
在
を
推
定
し
た
上
で
、

そ
の
不
存
在
に
つ
き
被
告
人
に
挙
証
責
任
を
転
換
し
た
も
の
」
と
す
る
見
解
を
採
用
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、

被
告
人
の
反
証
が
ど
の
程
度
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
本
決
定
か
ら
は
な
お
不
分
明
で
は
あ
る
も
の

の
）
8
（

、
少
な
く
と
も
以
上
の
限
り
で
は
本
決
定
は
基
本
的
に
妥
当
で
あ
る
。

（
2
）　

二
〇
七
条
の
制
度
趣
旨

次
に
、
本
事
案
で
は
二
〇
七
条
の
規
定
を
適
用
せ
ず
と
も
被
害
者
の
傷
害
ま
た
は
死
亡
結
果
に
つ
い
て
刑
責
を
負
う
（
少
な
く
と
も
一
名

の
）
者
を
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
お
二
〇
七
条
の
適
用
を
肯
定
す
る
こ
と
は
妥
当
な
の
で
あ

ろ
う
か
。

ま
ず
、
本
件
第
一
審
判
決
は
、
二
〇
七
条
の
制
度
趣
旨
を
「
具
体
的
な
因
果
関
係
を
立
証
し
な
い
限
り
、
誰
も

0

0

重
い
結
果
に
つ
い
て
責



二
二
〇

任
を
負
う
者
が
い
な
く
な
る
と
い
う
不
合
理
な
結
果
が
生
じ
る
の
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
点
に
見
出
し
た
上
で
、
本
事
案
に
お

い
て
同
条
の
適
用
を
否
定
す
る）9
（

。
た
し
か
に
、
こ
の
よ
う
な
立
場
を
前
提
と
す
る
限
り
、
同
特
則
を
適
用
す
べ
き
必
要
性
は
本
事
案
で
は

認
め
ら
れ
な
い）（（
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
控
訴
審
判
決
は
こ
の
よ
う
な
立
場
を
批
判
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
決
定
も
「
い
ず
れ
か
の
暴
行

と
死
亡
と
の
間
の
因
果
関
係
が
肯
定
さ
れ
る
と
き
で
あ
っ
て
も
…
…
同
条
の
適
用
は
妨
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、

前
述
し
た
本
件
第
一
審
判
決
の
見
解
を
明
確
に
排
斥
し
て
い
る）（（
（

。
そ
の
根
拠
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
本
件
第
一
審
判
決
に
対

し
て
向
け
ら
れ
た
次
の
よ
う
な
批
判
が
参
考
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
第
一
審
の
よ
う
に
「
仮
に
先
行
す
る
暴
行
に

よ
り
既
に
傷
害
が
発
生
し
て
い
た
と
し
て
も
、
後
行
す
る
暴
行
と
実
際
に
生
じ
た
終
局
的
な
結
果
（
す
な
わ
ち
被
害
者
の
死
亡
）
と
の
間
に
、

既
に
生
じ
て
い
た
傷
害
を
『
更
に
悪
化
さ
せ
た
』
と
い
う
意
味
で
の
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
後
行
す
る
暴
行
を
加
え
た
者
が
そ

の
結
果
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
同
時
傷
害
の
特
例
を
適
用
す
る
前
提
を
欠
く
と
の
立
場
を
と
る
な
ら
ば
、
…
…
本
件

に
お
い
て
仮
に
被
害
者
が
死
亡
し
な
か
っ
た
場
合
に
も
、急
性
硬
膜
下
血
腫
の
傷
害
の
発
生
に
つ
い
て
同
時
傷
害
の
特
例
は
適
用
さ
れ
ず
、

被
告
人
Ａ
及
び
同
Ｂ
は
急
性
硬
膜
下
血
腫
の
傷
害
に
つ
い
て
共
犯
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
な
い
」
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
に
も
被
告
人

Ｃ
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
択
一
的
な
認
定
し
か
行
い
得
な
い
以
上
、「
結
局
は
、
急
性
硬
膜
下
血
腫
の
傷
害
を
発
生
さ
せ
た
点
に
つ

い
て
誰
も
責
任
を
問
わ
れ
な
い
結
果
に
な
り
か
ね
」
な
い
、
と
い
う
批
判
が
そ
れ
で
あ
る）（（
（

。
本
決
定
が
本
件
第
一
審
判
決
の
よ
う
な
考
え

方
を
排
斥
し
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
も
し
か
す
る
と
こ
の
よ
う
な
批
判
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
本
件

第
一
審
判
決
に
よ
れ
ば
、被
告
人
Ａ
及
び
同
Ｂ
に
は
懲
役
三
年
（
な
お
、両
名
に
は
五
年
間
の
執
行
猶
予
と
そ
の
間
の
保
護
観
察
が
付
さ
れ
て
い
る
）

が
宣
告
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
被
告
人
Ｃ
は
懲
役
九
年
に
処
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
事
案
に
お
け
る
各
被
告
人
の
行
為

態
様
等
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
量
刑
格
差
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
考
慮
が
働
い
た
も
の
と
推
察
す
る
こ
と
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も
可
能
で
あ
ろ
う
。

三　

平
成
二
四
年
決
定
と
の
関
係

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
に
二
〇
七
条
の
法
意
に
つ
い
て
本
決
定
が
「
因
果
関
係
の
推
定
」
に
求
め
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、
た
し

か
に
被
告
人
Ｃ
の
暴
行
と
被
害
者
死
亡
と
の
間
の
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
被
告
人
Ａ
及
び
同
Ｂ
の
暴
行
と
死
亡
と

の
間
の
因
果
関
係
の
不
存
在
は
、
別
途
こ
れ
を
証
明
し
な
い
限
り
、
二
〇
七
条
の
適
用
は
免
れ
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
平
成
二
四
年
決
定
に
よ
れ
ば
、
後
行
行
為
者
は
「
共
謀
加
担
前
に
Ｘ
ら
が
既
に
生
じ
さ
せ
て
い
た
傷
害
結
果
に
つ
い
て
は
、
被

告
人
の
共
謀
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
行
為
が
こ
れ
と
因
果
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
傷
害
罪
の
共
同
正
犯
と
し
て
の
責
任
を
負
う

こ
と
は
な
く
、共
謀
加
担
後
の
傷
害
を
引
き
起
こ
す
に
足
り
る
暴
行
に
よ
っ
て
被
害
者
の
傷
害
の
発
生
に
寄
与
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
み
、

傷
害
罪
の
共
同
正
犯
と
し
て
の
責
任
を
負
う
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
た
。
本
決
定
は
、
こ
の
平
成
二
四
年
決
定
と
の

関
係
で
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
本
事
案
で
は
被
告
人
ら
の
暴
行
と
被
害
者
の
傷
害
（
致
死
）
結
果
と
の
間
の
因
果
関
係
が
不
明
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本

件
第
一
審
判
決
が
択
一
的
に
認
定
し
て
い
る
よ
う
に
、（
ア
）
被
告
人
Ａ
及
び
同
Ｂ
が
生
じ
さ
せ
た
傷
害
は
「
頭
部
顔
面
に
加
療
期
間
不

明
の
出
血
を
伴
う
傷
害
」
の
み
で
あ
り
、死
因
と
な
っ
た
「
急
性
硬
膜
下
血
腫
の
傷
害
」
は
も
っ
ぱ
ら
被
告
人
Ｃ
が
生
じ
さ
せ
た
場
合
と
、

（
イ
）
被
告
人
Ａ
及
び
同
Ｂ
は
既
に
「
急
性
硬
膜
下
血
腫
の
傷
害
」
を
発
生
さ
せ
て
お
り
、
被
告
人
Ｃ
の
暴
行
は
、「
同
傷
害
を
更
に
悪
化

さ
せ
た
」
場
合
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
真
実
が
（
ア
）
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
被
告
人
Ａ
及
び
同
Ｂ
は
「
頭
部
顔
面
に
加

療
期
間
不
明
の
出
血
を
伴
う
傷
害
」
に
つ
い
て
傷
害
罪
の
罪
責
を
負
う
に
と
ど
ま
り
、
被
告
人
Ｃ
の
み
が
傷
害
致
死
罪
の
罪
責
を
負
う
、



二
二
二

と
い
う
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
真
実
が
（
イ
）
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
平
成
二
四
年
決
定
の
趣
旨
が
「
第
一
暴
行
に
よ

る
傷
害
結
果
と
第
二
暴
行
に
よ
る
そ
れ
と
を
可
能
な
限
り
峻
別
す
べ
き
」
で
あ
る
と
い
う
点
に
存
す
る
と
解
す
る
な
ら
ば）（（
（

、
被
告
人
Ａ
及

び
同
Ｂ
は
「
急
性
硬
膜
下
血
腫
の
傷
害
」
に
つ
い
て
そ
の
刑
責
を
負
う
も
の
の
、「
更
に
悪
化
し
た
急
性
硬
膜
下
血
腫
の
傷
害
」
に
つ
い

て
は
被
告
人
Ｃ
の
み
が
そ
の
刑
責
を
負
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
本
件
控
訴
審
判
決
が
批
判
す
る
よ
う
に
、
仮
に
少
な

く
と
も
被
告
人
Ａ
及
び
同
Ｂ
が
「
急
性
硬
膜
下
血
腫
の
傷
害
」
の
発
生
に
つ
い
て
そ
の
責
任
を
問
わ
れ
な
い
結
果
に
な
る
と
し
て
も
、
平

成
二
四
年
決
定
に
よ
れ
ば
、
後
行
行
為
者
で
あ
る
本
事
案
の
被
告
人
Ｃ
は
「
重
篤
化
し
た
一
部
分
」
の
傷
害
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
「
最

終
的
に
生
じ
た
傷
害
結
果
全
体
」
に
つ
い
て
そ
の
刑
責
を
負
う
べ
き
と
解
さ
れ
る
か
ら）（（
（

、「
致
命
傷
で
あ
る
急
性
硬
膜
下
血
腫
の
傷
害
の

発
生
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
被
告
人
三
名
の
い
ず
れ
も
が
そ
の
責
任
を
問
わ
れ
な
い
結
果
に
な
っ
て
い
る
と
理
解
せ

ざ
る
を
得
な
い
」
と
す
る
批
判
は
当
た
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
平
成
二
四
年
決
定
の
事
案
が

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
後
行
行
為
者
の
暴
行
が
被
害
者
の
傷
害
を
「
更
に
悪
化
さ
せ
た
（
重
篤
化
さ
せ
た
）」
と
い
う
意
味
で
の
因
果
関

係
が
認
め
ら
れ
る
限
り
、
二
〇
七
条
の
「
そ
れ
ぞ
れ
の
暴
行
に
よ
る
傷
害
の
軽
重
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
又
は
そ
の
傷
害
を
生
じ
さ
せ

た
者
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
」
と
い
う
要
件
を
そ
も
そ
も
充
足
し
な
い
は
ず
で
あ
る）（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
平
成
二
四
年
決
定
を
前
提
と

す
る
限
り
本
事
案
に
お
い
て
本
条
の
適
用
は
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
以
上
、
真
実
が
（
ア
）
と
（
イ
）
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

や
は
り
先
行
行
為
者
で
あ
る
被
告
人
Ａ
及
び
同
Ｂ
が
「
更
に
悪
化
し
た
急
性
硬
膜
下
血
腫
の
傷
害
」
に
つ
い
て
そ
の
刑
責
を
負
う
べ
き
理

由
は
存
し
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
（
そ
し
て
、
こ
の
理
論
は
同
傷
害
を
経
由
し
て
発
生
し
た
死
亡
結
果
に
つ
い
て
も
同
様
に
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
）。
以

上
の
点
に
鑑
み
る
と
、
本
決
定
の
結
論
に
は
疑
問
が
残
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
後
行
行
為
者
の
暴
行
が
被
害
者
の
死
因
と
な
っ
た
傷
害
を
「
更
に
悪
化
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さ
せ
た
」
と
す
ら
認
定
で
き
な
い
場
合
に
は
、
仮
に
本
件
第
一
審
判
決
の
よ
う
な
立
場
を
採
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
後
行
行
為
者
に
死
亡

結
果
を
帰
属
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
二
〇
七
条
を
適
用
す
る
前
提
を
欠
く
と
は
い
え
な
い
た
め
、
な
お
先
行
行
為
者
を
含
め
た
被

告
人
全
員
に
傷
害
致
死
罪
の
刑
責
が
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う）（（
（

。

四　

本
決
定
の
意
義

冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
本
条
が
傷
害
致
死
罪
に
お
い
て
適
用
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、
本
件
最
高
裁
決
定
に
お
い
て
再
確
認
さ
れ
た

と
い
え
よ
う
。
そ
の
上
で
、
二
〇
七
条
を
適
用
す
る
た
め
の
前
提
要
件
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
法
的
性
質
を
「
因
果
関
係
の

推
認
と
、
そ
の
不
存
在
に
つ
い
て
の
挙
証
責
任
の
転
換
」
に
見
出
し
た
点
に
第
一
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
七
条
の
規
定

を
適
用
せ
ず
と
も
被
害
者
の
傷
害
ま
た
は
死
亡
結
果
に
つ
い
て
刑
責
を
負
う
（
少
な
く
と
も
一
名
の
）
者
を
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、な
お
二
〇
七
条
の
適
用
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
明
示
し
て
い
る
点
に
第
二
の
意
義
が
存
す
る
。
も
っ
と
も
、

「
具
体
的
な
因
果
関
係
を
立
証
し
な
い
限
り
、
誰
も

0

0

重
い
結
果
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
者
が
い
な
く
な
る
と
い
う
不
合
理
な
結
果
が
生
じ

る
の
を
避
け
る
」
た
め
の
規
定
が
二
〇
七
条
で
あ
る
と
す
る
理
解
を
本
決
定
は
排
斥
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
な
ら
ば
本
条
の
制
度
趣
旨

を
い
か
に
解
す
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
こ
れ
と
は
異
な
る
制
度
趣
旨
を
（
少
な
く
と

も
付
加
的
に
）
見
出
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
本
件
第
一
審
判
決
の
考
え
方
の
ほ
う
が
妥
当
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
）
（（
（

。
さ
ら
に
、
平
成
二
四
年
決
定
と
の
整
合
性
を
ど
の
よ
う
に
説
明
し
得
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
再
考
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
二
〇
七
条
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
「
不
均
衡
」
の
内
実
は
、「
誰
も
重
い
結
果
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
者

が
い
な
く
な
る
」
と
い
う
意
味
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
終
始
共
謀
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
二
〇
七
条
に
よ
っ
て
重
い
結
果
に
つ
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い
て
責
任
を
負
う
は
ず
な
の
に
、
一
部
で
も
共
謀
が
認
め
ら
れ
れ
ば
重
い
結
果
の
帰
属
は
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
後
行
行
為
者
の
罪

責
」
に
関
す
る
「
不
均
衡
」
を
も
含
ん
で
い
る
。
本
事
案
は
、
こ
の
よ
う
な
一
部
に
共
謀
が
認
め
ら
れ
る
事
案
で
は
な
い
と
こ
ろ
、
そ
の

よ
う
な
事
案
に
お
い
て
提
起
さ
れ
る
「
均
衡
論
」
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
と
い
う
問
題）（（
（

、
つ
ま
り
、
中
途
か
ら
共
謀
関
係
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
承
継
的
共
同
正
犯
の
成
立
を
否
定
し
た
上
で
な
お
二
〇
七
条
を
適
用
可
能
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
は

未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る）（（
（

。
さ
ら
に
、
例
え
ば
強
盗
致
死
傷
罪
や
強
姦
致
死
傷
罪
に
お
い
て
も
本
条
を
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
否

か
を
巡
っ
て
は
、
こ
れ
を
否
定
し
た
下
級
審
裁
判
例
が
あ
り）（（
（

、
学
説
上
も
否
定
説
が
通
説
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
も
の
の）（（
（

、
な
お
解
明

す
べ
き
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）
大
塚
仁
ほ
か
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
〔
第
二
版
〕
第
一
〇
巻
』（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
四
八
六
頁
〔
渡
辺
咲
子
〕
参
照
。

（
2
）
最
判
昭
和
二
六
年
九
月
二
〇
日
刑
集
五
巻
一
〇
号
一
九
三
七
頁
。

（
3
）
最
決
平
成
二
四
年
一
一
月
六
日
刑
集
六
六
巻
一
一
号
一
二
八
一
頁
。

（
4
）
内
田
浩
「
本
件
控
訴
審
判
批
」
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
一
五
〔
Ⅰ
〕（
二
〇
一
六
年
）
三
一
頁
参
照
。

（
5
）
た
だ
、
少
な
く
と
も
既
に
認
定
さ
れ
て
い
る
如
上
の
事
実
関
係
を
前
提
と
す
る
限
り
、
本
事
案
に
お
い
て
機
会
の
同
一
性
を
否
定
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
ろ
う
（
豊
田
兼
彦
「
本
件
控
訴
審
判
批
」
平
成
二
七
年
度
重
要
判
例
解
説
（
二
〇
一
六
年
）
一
五
四
頁
も
参
照
）。

（
6
）
第
一
暴
行
を
加
え
た
被
告
人
の
行
為
が
被
害
者
の
当
該
傷
害
を
惹
起
し
得
る
程
度
の
危
険
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
上
で
二
〇
七
条

の
適
用
を
肯
定
し
た
裁
判
例
と
し
て
、
例
え
ば
東
京
高
判
平
成
二
〇
年
九
月
八
日
判
タ
一
三
〇
三
号
三
〇
九
頁
（
三
一
五
頁
）
が
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
大
阪
高
判
昭
和
六
二
年
七
月
一
〇
日
高
刑
集
四
〇
巻
三
号
七
二
〇
頁
は
、「
後
行
行
為
者
で
あ
る
被
告
人
が
現
実
に
加
え
た
暴
行
は
、
被

害
者
の
顎
を
二
、三
回
突
き
上
げ
る
程
度
の
も
の
で
し
か
な
く
、
被
害
者
の
傷
害
結
果
の
少
な
く
と
も
大
部
分
が
後
行
者
の
加
担
前
に
生
じ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
」
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
結
論
に
お
い
て
二
〇
七
条
の
適
用
を
否
定
し
て
お
り
、
東
京
高
判
平
成
二
五
年
八
月
一
日

高
刑
速
報
（
平
成
二
五
年
）
号
一
〇
〇
頁
も
、
被
告
人
の
暴
行
が
被
害
者
の
死
因
と
な
る
傷
害
の
発
生
に
寄
与
し
た
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
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た
と
し
て
、
二
〇
七
条
の
適
用
を
否
定
し
て
い
る
。

（
7
）
山
口
厚
『
刑
法
各
論
〔
第
二
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
〇
年
）
五
一
頁
は
、「
こ
の
要
件
が
要
求
さ
れ
る
の
は
、
本
来
疑
問
の
あ
る
規
定
の
無
限

定
な
適
用
が
明
ら
か
に
妥
当
で
な
い
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
適
用
を
せ
め
て
制
限
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
表
れ
と
解
す
る
ほ
か

は
な
い
」
と
す
る
。

（
8
）
こ
の
点
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
も
の
と
し
て
、杉
本
一
敏「
同
時
傷
害
と
共
同
正
犯
」刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
九
号（
二
〇
一
一
年
）五
〇
頁
以
下
。

（
9
）
同
様
の
考
え
方
に
言
及
す
る
裁
判
例
と
し
て
、
前
掲
注（
6
）
大
阪
高
判
昭
和
六
二
年
七
月
一
〇
日
（
七
二
八
頁
以
下
）
が
あ
る
。
井
田
良
『
講

義
刑
法
学
・
総
論
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
四
七
二
頁
、
須
之
内
克
彦
『
刑
法
概
説
各
論
〔
第
二
版
〕』（
成
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）
二
六
頁
、

高
橋
則
夫
『
刑
法
各
論
〔
第
二
版
〕』（
成
文
堂
、二
〇
一
四
年
）
五
八
頁
、中
森
喜
彦
『
刑
法
各
論
〔
第
四
版
〕』（
有
斐
閣
、二
〇
一
五
年
）
一
九
頁
、

西
田
典
之
『
刑
法
各
論
〔
第
六
版
〕』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
二
年
）
四
七
頁
、
松
原
芳
博
『
刑
法
各
論
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）
六
三
頁
以

下
、
山
中
敬
一
『
刑
法
各
論
〔
第
三
版
〕』（
成
文
堂
、
二
〇
一
五
年
）
六
二
頁
な
ど
も
参
照
。

（
10
）
松
宮
孝
明
「
本
件
控
訴
審
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
三
一
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
一
五
頁
、
同
『
刑
法
各
論
講
義
〔
第
四
版
〕』（
成
文
堂
、

二
〇
一
六
年
）
四
五
頁
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
本
件
控
訴
審
判
決
の
考
え
方
を
疑
問
と
す
る
。

（
11
）
同
様
の
判
断
を
示
し
た
裁
判
例
と
し
て
、
大
阪
地
判
平
成
九
年
八
月
二
〇
日
判
タ
九
九
五
号
二
八
六
頁
、
神
戸
地
判
平
成
一
五
年
三
月
二
〇
日

Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ28095281

、
神
戸
地
判
平
成
一
五
年
七
月
一
七
日
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ28095309

及
び
仙
台
地
判
平
成
二
五
年
一
月
二
九
日
Ｌ
Ｌ
Ｉ
／

Ｄ
ＢL06850125

な
ど
が
あ
る
。

（
12
）
鷦
鷯
昌
二
「
本
件
控
訴
審
判
批
」
研
修
八
〇
七
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
〇
頁
。
こ
の
批
判
に
賛
同
す
る
も
の
と
し
て
、
内
田
・
前
掲
注（
4
）

三
一
頁
、
前
田
雅
英
「
同
時
傷
害
の
特
例
の
認
定
」
捜
査
研
究
七
七
八
号
（
二
〇
一
五
年
）
六
三
頁
、
同
「
本
決
定
判
批
」
Ｗ
Ｌ
Ｊ
判
例
コ
ラ
ム

七
一
号
四
頁
が
あ
る
。

（
13
）
水
落
伸
介
「
判
批
」
法
学
新
報
一
二
一
巻
三
・
四
号
（
二
〇
一
四
年
）
三
三
五
頁
。

（
14
）
橋
爪
隆
「
承
継
的
共
犯
に
つ
い
て
」
法
学
教
室
四
一
五
号
（
二
〇
一
五
年
）
九
二
頁
、松
尾
誠
紀
「
本
件
判
批
」
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
一
三
〔
Ⅰ
〕

（
二
〇
一
四
年
）
二
八
頁
、
水
落
・
前
掲
注（
13
）三
三
五
頁
。

（
15
）
橋
爪
・
前
掲
注（
14
）九
二
頁
以
下
脚
注
35
、
水
落
・
前
掲
注（
13
）三
三
九
頁
脚
注
16
な
ど
参
照
。

（
16
）
そ
の
よ
う
な
事
案
と
し
て
、
名
古
屋
地
判
平
成
二
五
年
七
月
一
二
日
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ25501584

。
な
お
、
こ
の
裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
豊
田
兼



二
二
六

彦
「
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
一
三
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
一
七
頁
参
照
。

（
17
）
辰
井
聡
子
「
同
時
傷
害
の
特
例
に
つ
い
て
」
立
教
法
務
研
究
九
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
五
頁
の
「『
誰
も
責
任
を
問
わ
れ
な
い
の
は
不
当
で
あ

る
』
と
い
う
感
覚
は
決
し
て
『
全
員
に
責
任
を
問
う
て
よ
い
』
と
い
う
規
範
に
は
つ
な
が
ら
な
い
」
と
い
う
指
摘
が
、
こ
こ
で
銘
記
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

（
18
）
こ
の
よ
う
な「
不
均
衡
」に
対
す
る
反
証
と
し
て
、照
沼
亮
介「
同
時
傷
害
罪
に
関
す
る
近
時
の
裁
判
例
」上
智
法
学
論
集
五
九
巻
三
号（
二
〇
一
六

年
）
九
三
頁
以
下
参
照
。

（
19
）
石
田
寿
一
「
判
解
」『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
（
平
成
二
四
年
度
）』（
法
曹
会
、
二
〇
一
五
年
）
四
六
〇
頁
は
、
平
成
二
四
年
決
定
が

二
〇
七
条
適
用
の
可
否
に
つ
い
て
「
何
ら
か
の
示
唆
を
し
た
も
の
と
ま
で
は
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
」
と
す
る
。

（
20
）
強
盗
致
傷
罪
に
つ
い
て
東
京
地
判
昭
和
三
六
年
三
月
三
〇
日
判
時
二
六
四
号
三
五
頁
、
強
姦
致
傷
罪
に
つ
い
て
仙
台
高
判
昭
和
三
三
年
三
月

一
三
日
高
刑
集
一
一
巻
四
号
一
三
七
頁
。

（
21
）
こ
れ
に
対
し
て
、
樋
口
亮
介
「
同
時
傷
害
の
特
例
（
刑
法
二
〇
七
条
）」
研
修
八
〇
九
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
六
頁
以
下
は
、
強
盗
致
死
傷
罪
や

強
姦
・
強
制
わ
い
せ
つ
致
死
傷
罪
に
お
い
て
も
、
一
定
の
限
度
で
本
条
を
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
。

〔
付
記
一
〕

初
校
段
階
で
、
豊
田
兼
彦
「
本
件
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
三
七
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
二
三
頁
に
接
し
た
。
豊
田
は
「
刑
法
二
〇
七
条
の
『
傷

害
』
は
死
亡
を
含
ま
な
い
と
す
れ
ば
、
傷
害
致
死
の
事
案
へ
の
同
条
の
適
用
は
、
原
判
決
の
論
理
に
従
う
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
す
る
。
た
し
か
に
、

二
〇
七
条
の
「
傷
害
」
に
死
亡
は
含
ま
れ
な
い
と
い
う
前
提
に
立
っ
た
と
し
て
も
、
同
条
を
適
用
す
る
帰
結
と
し
て
事
実
上
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
六
〇
条
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
暴
行
へ
の
関
与
者
全
員
が
傷
害
罪
の
結
果
的
加
重
犯
と
し
て
の
傷
害
致
死
罪
の
罪
責
を
負
う
、
と
考
え
る

こ
と
も
理
論
的
に
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
な
ら
ば
、
二
〇
七
条
の
「
傷
害
」
に
死
亡
は
含
ま
れ
な
い
と
解
し
た
本
来

の
趣
旨
を
没
却
し
て
し
ま
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

〔
付
記
二
〕

再
校
段
階
で
、
玄
守
道
「
本
件
判
批
」
新
・
判
例
解
説
Ｗ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
）
刑
法
一
〇
五
、
松
下
裕
子
「
本
件
判
批
」
研
修

八
一
六
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
三
頁
及
び
安
田
拓
人
「
本
件
判
批
」
法
学
教
室
四
三
〇
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
五
〇
頁
に
接
し
た
。
玄
二
頁
以
下



二
二
七

刑
事
判
例
研
究
⑷
（
水
落
）

は
、
控
訴
審
判
決
及
び
本
決
定
は
二
〇
七
条
を
傷
害
致
死
罪
に
直
接
適
用
す
る
も
の
で
は
な
い
旨
を
指
摘
し
つ
つ
（
な
お
、
松
下
二
一
頁
も
こ
の
点

を
指
摘
す
る
）、
同
四
頁
は
、
本
事
案
の
よ
う
な
傷
害
「
致
死
」
に
二
〇
七
条
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
も
、
同
時
「
傷
害
」
の
限
度
で

二
〇
七
条
を
適
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
と
り
わ
け
前
者
に
対
す
る
検
討
は
他
日
を
期
す
る
他
な
い
が
、
後
者
に
つ

い
て
は
、「
死
亡
結
果
を
『
傷
害
』
か
ら
排
除
す
る
一
方
で
、
当
該
傷
害
と
因
果
関
係
が
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
傷
害
致
死
罪
を
適
用
す
る
の
は
矛

盾
と
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
点
で
、
少
な
く
と
も
そ
の
議
論
の
出
発
点
は
筆
者
の
問
題
意
識
と
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

安
田
一
五
〇
頁
は
、
第
一
審
判
決
に
向
け
ら
れ
た
控
訴
審
判
決
に
よ
る
批
判
は
必
ず
し
も
重
要
で
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
筆
者
も
こ
れ
と
同
意
見

で
あ
る
。

（
本
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
在
籍
）




